
















〔結論〕 

重度の身障 JRA のリハビリテーションを試みたが,1 年半の長期に亘るにも拘らず,リハの

目的である独立独歩の生活護得にまで至らなかった。入院時既に関節拘縮による機能障害

が強く,したがって能力障害の改善,社会的不利の改善は得られず,ただ増悪の傾向を阻止

するに留まった。JRA の病態の傾向からも医学的リハビリテーションの効果の極めて困難

な症例を経験し,さらに教育的・社会的リハビリテーションの大きな問題が解決されずにい

ることを感じた。 


